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平成平成平成平成１６１６１６１６年年年年３３３３月期月期月期月期        第第第第３３３３四半期業績四半期業績四半期業績四半期業績のののの概況概況概況概況（（（（連結連結連結連結））））                            平成16年2月12日 

上場会社名 リョービ株式会社 （コード番号：5851 東証第1部） 
（ＵＲＬ http://www.ryobi-group.co.jp/ ）   
 代 表 者         取 締 役 社 長 浦 上  浩  
 問合せ先責任者         取締役財務部長 田 中 孝 雄 （ＴＥＬ：（03）3501 ― 0511） 
 
 
１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
  
① 会計処理の方法の最近連結会計年度における方法
との相違の有無 

： 有 

     （内容） 
    ・固定資産の減価償却の方法 ……… 年度見込額のうち当四半期分を計上しております。 
    ・法人税等の計上基準 ……………… 法定実効税率をベースとした予測税率により計算しております。 

② 連結及び持分法の適用範囲の異動の状況 ： 無 
 
 

 
２．平成16年3月期第3四半期業績の概況（平成15年4月1日 ～ 平成15年12月31日） 
  経営成績（連結）の進捗状況                          （単位 百万円未満切捨て） 

 売 上 高 営業利益      経常利益      四半期（当期）        
純 利 益        

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

16年3月期第3四半期     114,603   －       7,308   －       7,369     －      11,546   － 
15年3月期第3四半期      －     －      －     －      －     －      －     － 
(参考)15年3月期     156,457       8,452       8,045       4,470 

 

 １株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

16年3月期第3四半期          68    81        － 
15年3月期第3四半期        －        － 
(参考)15年3月期          26    26        － 

（注）四半期業績の開示は当期から開始しましたので、前年同四半期の業績及び増減率については記載しておりません。 
 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
 
 当四半期は米国やアジアの経済が堅調であることから、わが国経済も外需にリードされ、回復の兆しが見られました。
しかしながら内需の回復力は弱く、加えて為替が円高に推移するなど、依然として厳しい状況が続いています。 
 そうした中で、当四半期の売上高は1,146億3百万円となり、円高の影響があるものの通期業績予想時の想定を若干上
回りました。事業別の売上高構成は、ダイカスト事業が68.4％（平成15年3月期は68.9%）、印刷機器事業が15.0％（同
14.5%）、住建機器事業が16.1％（同16.0%）でした。ダイカスト事業は国内外で自動車向けが堅調でした。印刷機器事業
は国内販売、輸出とも伸ばしました。住建機器事業はほぼ想定どおりに推移しました。 
 利益面では売上の増加、「経営健全化計画」実行の効果、コスト削減、生産性向上などにより、通期業績予想時の想定
以上に利益が増加し、利益率が向上しました。当四半期の売上高営業利益率は6.4%（平成15年3月期は5.4%）、経常利
益率は6.4%(同 5.1%)、当期純利益率は10.1%(同 2.9%)となりました。なお、当上半期に保有有価証券の一部を売却し、
特別利益を計上したため当期純利益率が大きく向上しました。 
 
（参考１）四半期個別経営成績の概況（平成15年4月1日 ～ 平成15年12月31日） 
 売 上 高 営業利益      経常利益      四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

16年3月期第3四半期          78,079           3,989           4,504           9,074 
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３．平成16年3月期の連結業績予想（平成15年4月1日 ～ 平成16年3月31日） 

 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 １株当たり 
予想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 

通       期         153,700           9,200          12,300             73  48 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
 
  平成15年11月18日（平成16年3月期中間決算発表時）に発表した業績予想を売上高、利益とも上方修正いたします。
売上高では印刷機器事業が伸び、ダイカスト事業も国内外とも自動車向けが引き続き堅調に推移する見通しです。利益面
では売上高増もあり、全般的に利益率が向上する見込です。また、減損会計の早期適用を予定しています。 
 この結果、前期比では売上高は微減ながら、経常利益は約14%増加、当期純利益は約2.7倍と大幅に増加し、いずれも
過去最高となる見通しです。また、売上高利益率もそれぞれ向上する見込みです。 
 復配の時期等については、今後の業績動向を見極めながら検討いたします。 
  
（参考２）平成16年3月期の個別業績予想（平成15年4月1日 ～ 平成16年3月31日） 
 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 １株当たり 

予想当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円  銭 

通       期         105,000           5,700           8,900             53   7 
 
※ 上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在しておりますので、
実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 

以  上 
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四半期連結（要約）損益計算書                 
 
                                   （単位 百万円未満切捨て） 

当第３四半期 
(15.4.1～15.12.31) 

前連結会計年度 
(14.4.1～15.3.31) 科    目 

金 額     百 分 比     金 額     百 分 比     
  ％  ％ 

売 上 高             114,603 100.0 156,457 100.0 

売 上 原 価             91,317 79.7 126,536 80.9 

 売 上 総 利 益                23,285 20.3 29,921 19.1 

販売費及び一般管理費             15,977 13.9 21,469 13.7 

 営 業 利 益                7,308 6.4 8,452 5.4 

営 業 外 収 益             1,326 1.1 1,771 1.1 

営 業 外 費 用             1,265 1.1 2,178 1.4 

 経 常 利 益                7,369 6.4 8,045 5.1 

特 別 利 益             8,221 7.2 756 0.5 

 投 資 有 価 証 券 売 却 益                8,213  2  

 そ の 他                8  753  

特 別 損 失             320 0.3 2,789 1.8 

 税金等調整前四半期（当期）純利益                15,270 13.3 6,012 3.8 

 法 人 税 等                3,683 3.2 1,503 0.9 

 少 数 株 主 損 益                39 0.0 38 0.0 

 四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益                11,546 10.1 4,470 2.9 

 
 


